
中学生向け数学               中学校      学年 氏名 

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

③：（問題が Ｇ：良い、A：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

２３６ｇ０１０２０５ｍｏｓｉ１８ｎ３    難易度３ 

右の図で、△ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣの 

二等辺三角形である。また、△ＤＣＥは 

ＤＣ＝ＤＥの二等辺三角形である。 

△ＡＢＣ，△ＤＣＥの面積はそれぞれ 

１２ｃｍ２、８ｃｍ２で、底辺はどちらも 

４ｃｍである。ＢＣＥはこの順番に１直線 

上に並んでいる。このとき、次の問に答えよ。 

１）★★線分ＡＤの長さを求めよ。 

 

２）★★★∠ＢＡＣ＋∠ＣＤＥの大きさを求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１）は難なく解くこと可能です。 

２）は相当の考え方に柔軟性がないとなかなかの難問です。がんばってください。 

しかし、良い問題です。 

 



２ ２

１、 ２

１ １

２ ２

２ ２

１）三角形の面積が１２ｃｍ 、８ｃｍから、それぞれの三角形の高さは

　をｈ ｈとすると、

１
　１２＝４ ｈ 、　ｈ＝６（ｃｍ）

２

１
　８＝４ ｈ 、　ｈ＝４（ｃｍ）

２

　右の図のように、記号をつけると、

　ＡＦ＝２ｃｍ、ＦＤ＝４ｃｍから

　ＡＤ＝ ２＋４＝ ４＋１６＝ ２０＝２５（ｃｍ）

２）△ＡＤＦと△ＣＤＱにおいて、

　ＡＦ＝ＣＤ＝２ｃｍ・・・・①

　ＤＦ＝ＤＱ＝４ｃｍ・・・・・②

　∠ＤＦＡ＝∠ＤＱ °

°

°

°

°

°

Ｃ＝∠９０・・・・・③

　①、②、③より２辺とその間角がそれぞれ等しいので△ＡＤＦ≡△ＣＤＱ

　ＡＤ＝ＤＣ＝２５

　∠ＣＤＱ＝∠ＡＤＦ

　ＦＤ／／ＡＥから

　∠ＦＤＣ＝∠ＱＣＤ（平行線の錯角）

　∠ＱＤＣ＋∠ＱＣＤ＝９０から

　∠ＡＤＣ＝９０

　ゆえに、△ＡＤＣは直角二等辺三角形である。

　∠ＤＣＡ＝４５

１ １
　　∠ＢＡＣ＋ ∠ＣＤＥ＝∠ＤＣＡ＝４５
２ ２

　∠ＢＡＣ＋∠ＣＤＥ＝９０である。
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